
大分歯科専門学校 校友会規約 

 

（名称） 

 第１条 本会は、大分歯科専門学校校友会（以下「本会」という。）と称し、 

事務局を大分歯科専門学校（以下「本校」という。）に置く。 

 （目的） 

 第２条 本会は、会員相互の親睦を深め、母校の発展に寄与するとともに、医 

    療・福祉に関する情報交換を行い、専門職としての資質の向上に寄与 

することを目的とする。  

（事業）  

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。  

（１）会員相互の親睦及び連絡のための諸会合の開催 

（２）母校の発展に寄与する事業 

（３）その他本会の目的達成のために必要な事業  

（会員）  

第４条 本会は、次の会員をもって構成する。  

（１）正 会 員 本校の卒業生  

（２）特別会員 本校の現旧教職員及び役員会が承認した者 

（届出） 

第５条 会員は、氏名・住所・勤務先等を本会に届け出なければならない。 

また、届出事項に変更があった場合は、速やかに事務局に報告しな 

ければならない。 

（入会と脱会） 

第６条 入会、退会は次のとおりとする。 

（１）本校の卒業と同時に、正会員として入会することができる。 

（２）特別会員として入会を希望する者は、会長に申し出、入会届を提 

   出するものとする。 

（３）退会を希望する者は、会長に退会届を提出しなければならない。 

    また、会員が死亡したときは退会したものとみなす。 

（役員）  

第７条 本会に、次の役員を置く。   

（１）会長 １名 ：本会を代表し、会務を統括する。 



（２）副会長 1 名 ：会長を補佐し、会計事務を兼務する。  

（３）事務局長１名：実務を取りまとめ、会務を執行する。 

（４）会計監査２名：会計状況を監査し、その結果を総会に報告する。 

（５）幹事若干名：各種実務を分担する。 

（役員の選出と任期） 

   第８条 役員は、総会において、会員の中から選出し、任期は２年とする。た 

     だし、再任を妨げない。 

 （会議） 

 第９条 本会の会議は、総会及び役員会とし、総会は正会員をもって構成する。 

（総会） 

第 10 条 総会は会長が毎年 1 回招集する。定足数は役員の定員の 1.5 倍以上 

    とし、その議決は出席者の過半数の同意を要する。この規約に規定 

しているものの他に、次の事項を議決する。 

（１）役員の選任  

（２）事業計画及び収支予算の決定 

（３）事業報告及び収支決算の承認 

（４）規約の改定 

     （５）その他必要と認められる事項  

（役員会） 

第 11 条 役員会は会長が必要と認めた時に招集する。また、役員総数の過 

半数（委任状を含む）の出席をもって成立し、出席者の過半数をも 

って決し、本規約に定める事項のほか、次の事項を議決し執行する。 

（１）総会に付議すべき事項 

（２）総会により委任された事項 

（３）その他、本会の運営に関する緊急又は日常的な業務の執行に関す 

る事項 

（経費） 

   第 12 条 本会の経費は、入会金、寄付金、その他の収入をもって充てる。 

（会費） 

 第 13 条 正会員は、入会時に終身会費として 5,000円を納入するものとす 

     る。また、会費は理由の如何にかかわらず返還しない。 

 



（予算・決算） 

第 14 条 本会の収支予算は会計年度開始前に作成し、総会の議決を経るも 

のとする。また、収支決算は会計年度終了後、会計監査を経て総 

会の承認を得なければならない。 

第 15 条  本会の予算は、毎会計年度開始前、会長が事務局長と協議して編 

成し、総会の承認 を受けるものとする。本会の決算は、会計年度 

終了後、監事の意見をつけて、総会の承認を受けるものとする。  

（会計年度） 

第 16 条 本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。 

（事務局） 

 第 17 条 事務局を本校事務室に置く。 

 

 附則 この会則は、令和８年１０月１日から施行する。 


